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論文内容の要旨
突起付き鋼材は，合成構造用鋼材と呼ばれ，コンクリートとの付着の強化・録証を目的として，熱問圧
延_[樗において表面に線状，縞状あるいは粒状に突起を設けた鋼材で，我が国の鉄鋼メーカーが独向に開
発したものである。また，同鋼材と従来使用されている説付きスタッドジベル(以ド， スタッドとする)
を併用した場合には，スタッド数の削減.ひいてはt期の短縮が可能となる。さらに，分散的に配置され
ている突起は，接合面での一様なせん断伝達特性を与え，ひび割れ分散性のloJ上も期待されている。
本論文は，突起{、Iき鋼材の標準形である突起付き鋼板に的を絞り，その基本付着特性の系統的な把併と
実構造物での同鋼板の設計手法の提案を行うことを目的としている。
第L章では，本論文の主題に関する既往の研究状況を順次述べた kで，本論文の同的と故置づけを述べ
fこ。
第2望者では，突起付き鋼板の付着せん断特性に対して，側圧制御式引抜き試験法を提案するとともに，
コンクリートとの界面に作用する拘束j十，突起問|矯，突起高さならびにスタッドの有無等のパラメーター
を変化さ世，付着せん断挙動を解明するとともに，突起付き鋼材の付着せん断特性の評価)J法，すなわち
付着せん断強度算定式を提案した。
第3章では，実用的な構造部材への利用を怨定し，曲げとそれに付随するせん断力を受けるはり部材を
対象に， RILEM/CEB/FIPの手法に準じた曲げせん断試験法を提案し，オープンサンドイツチ供試体の
付着せん断特性を，第2章での付着せん断強度算定式によって評価した。
第4章では，第2章で行った側圧制御式引抜き試験法.ならびに第3章で行った山げせん断試験法に慣
用の押抜きせん断誌験法を加え，異なる試験条件の下で，突起付き鋼板とスタッドを併閉した場のの付着
せん断特性を比較・検討した。また，各種試験法の適用性について考察を加えた。
第5章では，第2章から第4章まで得られた突起付き鋼板の付着せん断特性評価方法で得られた成果に
基づき， Eurocodc 4に示されるデッキスラブの試験法に準じた4点曲げせん断試験を行い.スタッド間隔，
突起形状，せん断スパン比を実験生数としたオープンサンドイツチ部材の曲げせん断特性の評価を行った。
また，同鋼板とスタッドを併用した場合の，オープンサンドイツチ部材に対する設計手法についても言及
した。
第6牽では，第2~章から第 5 章までに得られた結論をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
コンクリートとの付着を強化するために鋼材の表面に縞状，格子状または線状の突起を付けたものを突
起付き鋼材と呼んでいる。熱間圧延時に陣鋼.形鋼や板材に突起を付ける技術はわが闘の高炉メーカによっ
て独自に開発され，突起付き鋼材は1970年代後半に商品化されている。しかしながら.鋼・コンクリート
合成構造への利聞のためのこの樽の鋼材の付着設計法がi確立されていないために，多椅・多様な合成構造
が開発されている今日においても，突起付き鏑材の活用が顕著であるとは古い難い。
本研究は，突起付き鋼材の中の阪要素を取り上げ‘，そのコンクリートとの付着特性を究明するために系
統的に実験を行い，得られた成果より合成構造の設計に利用するためのせん断付着強度式を提案したもの
である。すなわち，まず突起付き鋼板のせん断付着特附は鋼板の耐に働く拘束1.+に大きく影響されること
より，側圧制御式引き抜き試験法を開発し，本試験法により，突起形状，突起高さ，突起間隔，側!正力な
と・をノfラメータした実験により. これらを肉子とした付着せん断強度式を見いだしている。ついで，異形
鉄筋の付着せん断試験法として広く知られているRILEM/CEB/FIPの試験法に準じた曲げせん断試験法
を開発しオープンサンドイツチはりの底鋼板に用いた場合の突起付き鋼板の尚げに伴うせん断付着強度
式を見いだしている。さらに，突起付き鋼板と頭付きスタッドを併用した場合に対して，上述の曲げせん
断試験法とスタッドのせん断付着試験法としてよく知られている既往の押し抜きせん断試験法とを比較し.
後者は鋼板の曲げ変形の影響が人らず，せん断付着強度を過大に評価することを指摘している c 最後に，
4点、載荷実験によるオープンサンドイツチ部材の曲げせん断破壊モードおよび耐荷力と底鋼板のせん断付
者特性との関連性を明らかにし，平鋼板.突起付き鋼板，頭Hきスタッドの組み合わせによるオープンサ
ンドイツチlm材の設計のために必要な諸式をふ;論文での出案式ならびの道路橋示方書およびコンクリート
標準示方書での既往の式によって勺えてし、る。
以トに示したように，本論文は突起十j き鋼板のせん断付着特性に関する新たな多くの知見とそれらに~
づく同鋼板のせん断付者強度式を勺えており，これらの成果は鋼・コンクリート合成構造の合理的設計法
の確寸ーに貢献するもので，構造T学の発展に寄与するところ大である 3 よって木論文の著者は博士 (T学)
の学位を受ける資格を台ーするものと認める。
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